
　
ま
え
が
き
　

　
日
本
語
版
に
寄
せ
て
　

　
第
四
版
へ
の
序
文
　

第
１
章
　
博
士
課
程
の
学
生
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
博
士
課
程
教
育
の
性
質
　

　
　
　
　
研
究
学
生
に
な
る
心
理
学
　

　
　
　
　
本
書
の
目
的
　

　
　
　
　
ま
と
め
　

第
Ⅱ
章
　
博
士
課
程
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
分
野
か
ら
研
究
機
関
を
選
ぶ
　

　
　
　
　
科
学
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

　
　
　
　
入
学
要
件
　

　
　
　
　
研
究
費
と
研
究
サ
ポ
ー
ト
　

　
　
　
　
通
信
教
育
　

　
　
　
　
仕
事
の
環
境
を
選
ぶ
　

　
　
　
　
指
導
教
官
を
選
ぶ
　

　
　
　
　
研
究
学
生
と
し
て
の
始
動
　

　
　
　
　
博
士
課
程
の
俗
説
と
現
実
　

　
　
　
　
　
象
牙
の
塔
　

　
　
　
　
　
人
間
関
係
　

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
　

　
　
　
　
ま
と
め
　

第
Ⅲ
章
　
博
士
学
位
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
博
士
号
の
意
味
　

　
　
　
　
完
全
な
プ
ロ
研
究
者
に
な
る
　

　
　
　
　
修
士
号
と
博
士
号
の
違
い
　

　
　
　
　
学
生
の
ね
ら
い
　

　
　
　
　
指
導
教
官
の
ね
ら
い
　

　
　
　
　
論
文
審
査
官
の
ね
ら
い
　

　
　
　
　
大
学
と
学
会
の
ね
ら
い
　



　
　
　
　
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
問
題
　

　
　
　
　
ま
と
め
　

第
Ⅳ
章
　
博
士
号
を
と
ら
な
い
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
博
士
号
を
と
り
た
く
な
い
　

　
　
　
　
博
士
号
の
必
須
要
件
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
解
　

　
　
　
　
過
小
評
価
に
よ
る
博
士
号
の
要
件
の
誤
解
　

　
　
　
　
博
士
号
の
要
件
を
理
解
す
る
指
導
教
官
を
持
だ
な
い
こ
と
　

　
　
　
　
指
導
教
官
と
の
連
絡
が
途
絶
え
る
こ
と
　

　
　
　
　
論
文
を
持
だ
な
い
こ
と
　

　
　
　
　
修
了
前
に
就
業
す
る
こ
と
　

　
　
　
　
ま
と
め
　

第
Ｖ
章
　
研
究
の
仕
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
研
究
の
特
徴
　

　
　
　
　
情
報
収
集
―
「
何
？
」
の
質
問
　

　
　
　
　
研
究
－
「
な
ぜ
？
」
の
質
問
　

　
　
　
　
よ
い
研
究
の
特
徴
　

　
　
　
　
　
　
研
究
は
思
考
の
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
　

　
　
　
　
　
　
研
究
者
は
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
考
察
す
る
　

　
　
　
　
　
　
研
究
は
汎
用
性
の
限
界
を
一
般
化
し
、
か
つ
特
定
す
る
　

　
　
　
　
仮
説
検
証
型
研
究
法
　

　
　
　
　
研
究
の
基
本
的
タ
イ
プ
　

　
　
　
　
　
　
探
究
型
研
究
　

　
　
　
　
　
　
検
証
型
研
究
　

　
　
　
　
　
　
問
題
解
決
型
研
究
　

　
　
　
　
博
士
号
の
た
め
の
研
究
は
ど
の
タ
イ
プ
？
　

　
　
　
　
研
究
す
る
技
法
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と
め
　

第
Ⅵ
章
　
博
士
論
文
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
博
士
号
の
型
を
理
解
す
る
　

　
　
　
　
背
景
と
な
る
理
論
　

　
　
　
　
焦
点
と
な
る
理
論
　

　
　
　
　
デ
ー
タ
理
論
　



　
　
　
　
章
立
て
の
詳
細
な
枠
組
み
と
選
択
　

　
　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
　

　
　
　
　
論
文
を
書
く
　

　
　
　
　
　
　
リ
ラ
イ
ト
の
過
程
と
し
て
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
　

　
　
　
　
　
　
執
筆
者
の
タ
イ
プ
の
違
い
　

　
　
　
　
　
　
本
腰
を
入
れ
る
　

　
　
　
　
　
　
論
文
そ
の
も
の
　

　
　
　
　
代
替
論
文
ス
タ
イ
ル
　

　
　
　
　
提
出
前
の
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出
版
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の
是
非
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と
め
　

第
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興
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孤
独
　

　
　
　
　
　
　
仕
事
に
興
味
が
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く
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
依
存
か
ら
研
究
依
存
へ
　

　
　
　
　
　
　
退
屈
　

　
　
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
　

　
　
終
わ
ら
せ
る
べ
き
仕
事
　

　
　
幸
福
感
　

そ
の
他
「
最
初
に
始
め
る
こ
と
」
　

実
践
面
　

　
　
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　

　
　
就
学
期
間
　

　
　
研
究
段
階
　

長
期
目
標
、
短
期
目
標
の
再
定
義
　

締
切
り
の
重
要
性
　

自
助
努
力
と
相
互
扶
助
グ
ル
ー
プ
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
　

博
士
課
程
中
の
教
鞭
　

　
　
カ
ジ
ュ
ア
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
　

　
　
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
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と
め



第
Ⅷ
章
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導
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官
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付
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指
導
チ
ー
ム
　

　
　
　
　
指
導
チ
ー
ム
の
限
界
　

　
　
　
　
指
導
教
官
が
博
士
課
程
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
に
自
立
し
て
欲
し
い
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
に
草
稿
で
は
な
く
原
稿
を
書
い
て
欲
し
い
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
と
定
期
的
に
会
い
た
い
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
に
進
捗
を
正
直
に
報
告
し
て
欲
し
い
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
に
指
導
に
従
っ
て
欲
し
い
、
特
に
大
学
院
に
お
け
る
指
導
に
お
い
て
は
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
は
学
生
に
驚
き
の
あ
る
楽
し
い
仕
事
を
し
て
欲
し
い
　

　
　
　
　
指
導
教
官
を
「
育
て
る
」
必
要
性
　

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
の
取
り
払
い
方
　

　
　
　
　
　
　
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
上
達
　

　
　
　
　
　
　
指
導
教
官
を
替
え
る
　

　
　
　
　
指
導
に
お
け
る
不
適
切
な
関
係
　

　
　
　
　
ま
と
め
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英
国
系
、
白
人
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男
性
、
フ
ル
タ
イ
ム
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異
性
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者
が
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的
多
数
を
占
め
る
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カ
デ
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ク
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き
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る
方
法
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ー
ト
タ
イ
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学
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留
学
生
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国
で
暮
ら
す
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語
で
自
己
表
現
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国
の
博
士
教
育
文
化
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族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
　

　
　
　
　
　
　
人
種
上
の
嫌
が
ら
せ
　

　
　
　
　
女
子
学
生
　

　
　
　
　
　
　
ト
ピ
ッ
ク
や
研
究
方
法
の
妥
当
性
に
関
す
る
難
し
さ
　

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
難
し
さ
　

　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
不
足
　

　
　
　
　
　
　
セ
ク
ハ
ラ
　

　
　
　
　
ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
バ
イ
セ
ク
シ
ヤ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
生
　

　
　
　
　
　
　
同
性
愛
差
別
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
　

　
　
　
　
熟
年
学
生
　

　
　
　
　
障
害
を
持
つ
学
生
　



　
　
障
害
者
法
　

　
　
障
害
者
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
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と
め
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博
士
課
程
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
　

　
　
　
　
提
出
の
告
知
　

　
　
　
　
審
査
委
員
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
　

　
　
　
　
論
文
提
出
　

　
　
　
　
口
頭
審
査
　

　
　
　
　
口
頭
試
験
の
た
め
の
準
備
　

　
　
　
　
審
査
結
果
　

　
　
　
　
抗
告
手
続
き
　

　
　
　
　
訴
訟
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め
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指
導
教
官
に
求
め
て
い
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学
生
は
指
導
を
求
め
て
い
る
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
書
い
た
も
の
を
事
前
に
よ
く
読
ん
で
お
い
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
が
必
要
な
時
に
指
導
し
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
オ
ー
プ
ン
で
、
親
身
で
い
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
建
設
的
な
批
判
を
し
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
研
究
対
象
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
指
導
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
す
れ
ば
意
見
交
換
が
比
較
的
楽
に
で
き
る
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
自
分
の
研
究
に
興
味
を
持
ち
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
も
っ
と
情
報
を
与
え
て
欲
し
い
　

　
　
学
生
は
指
導
教
官
に
修
了
時
に
よ
い
仕
事
を
得
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
上
の
成
功
に
十
分
に
か
か
わ
っ
て
欲
し
い
　

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
確
立
　

研
究
手
法
の
指
導
　

　
　
効
果
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　

　
　
計
画
的
な
「
自
立
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
　

学
生
の
助
け
に
な
る
フ
心
の
つ
な
が
り
」
の
維
持
　

学
生
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
役
割
を
発
展
さ
せ
る
励
ま
し
　



非
伝
統
的
学
生
の
指
導
　

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
学
生
　

　
留
学
生
　

　
少
数
民
族
　

　
女
子
学
生
　

　
ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
性
同
一
性
障
害
の
学
生
　

　
熟
年
学
生
　

　
障
害
者
学
生
　

リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
指
導
　

よ
い
指
導
の
結
果
　

指
導
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　

審
査
の
仕
方
　

　
口
頭
試
験
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と
め
　

第
1
2
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研
究
機
関
の
責
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
大
学
の
責
務
　

　
　
　
　
　
　
博
士
課
程
学
生
の
た
め
の
全
学
的
取
り
組
み
　

地
域
ハ
ブ
ヘ
の
参
加
　

学
生
支
援
　

　
　
博
士
課
程
の
学
生
を
支
援
す
る
研
究
科
の
設
備
　

　
　
全
学
的
な
導
入
課
程
　

　
　
研
究
学
生
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　

　
　
語
学
の
サ
ポ
ー
ト
　

　
　
非
伝
統
的
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
　

指
導
教
官
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
　

　
　
指
導
教
官
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　

　
　
博
士
課
程
指
導
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
　

研
究
科
博
士
課
程
研
究
チ
ュ
ー
タ
ー
　

適
切
な
規
制
　

　
　
博
士
課
程
学
生
の
選
抜
　

学
生
の
進
捗
把
握
　

修
士
か
ら
博
士
へ
の
登
録
変
更
　

外
部
審
査
員
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
　

博
士
号
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

　
　
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
博
士
号
　



　
　
　
　
博
士
課
程
学
生
著
作
の
知
的
財
産
権
と
適
切
な
認
証
　

　
　
　
　
実
践
ベ
ー
ス
専
攻
の
博
士
号
　

　
　
　
　
専
門
博
士
号
　

　
　
　
研
究
科
の
責
務
　

　
　
　
　
研
究
科
の
研
究
チ
ュ
ー
タ
ー
　

　
　
　
　
入
学
試
験
の
質
向
上
　

　
　
　
　
指
導
教
官
の
選
択
　

　
　
　
　
適
切
な
指
導
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　

　
　
　
研
究
学
生
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
　

　
　
　
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
　

　
　
　
集
団
指
導
体
制
　

　
　
　
ま
と
め
　

　
　
　
結
論

付
録
　
　
学
生
の
た
め
の
研
究
進
捗
自
己
診
断
　

訳
者
あ
と
が
き
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